
「八
月
・
祈
り
」

豊岡市城崎町来日

　

１
９
４
４
年
３
月
、
出
石
郡
高
橋
村
の
１
０
３
戸
４
７
９
名

が
、
国
策
の
も
と
に
旧
満
州
国
債
江
省
蘭
西
県
北
安
村
に
入
植

し
た
。
満
蒙
開
拓
団
で
あ
る
。

　

色
々
な
事
情
を
持
ち
な
が
ら
も
、
何
町
歩
の
土
地
持
ち
百
姓

に
な
れ
る
と
言
う
国
家
の
国
策
を
信
じ
、
豊
か
な
未
来
を
信
じ

て
、
家
族
と
も
ど
も
の
移
住
で
あ
っ
た
。

　

１
９
４
４
年
３
月
と
言
え
ば
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
で
ガ
ダ
ル
カ
ナ

ル
で
、
す
で
に
日
本
軍
は
壊
滅
的
な
敗
北
を
喫
し
、
敗
戦
が
確

実
と
な
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
７
月
に
は
サ
イ
パ
ン
、
９
月

に
は
テ
ニ
ア
ン
の
日
本
軍
は
全
滅
し
１１
月
に
は
東
京
へ
の
空
襲

が
始
ま
っ
て
い
る
。
豊
か
な
未
来
な
ど
も
は
や
無
か
っ
た
が
、

４
７
９
名
の
開
拓
団
に
国
家
の
国
策
を
疑
い
、
移
住
を
止
め
る

選
択
肢
な
ど
無
か
っ
た
。

　

翌
年
８
月
１３
日
、
突
然
に
戦
況
悪
化
の
為
と
の
引
き
上
げ
命

令
。
翌
日
１４
日
現
地
脱
出
。
全
く
無
防
備
な
開
拓
団
は
圧
倒
的

な
現
地
の
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
、
な
す
す
べ
も
無
く
、

１５
日
・
１６

日
と
呑
ま
ず
喰
わ
ず
で
逃
げ
回
り
、
進
退
極
っ
て
１７
日
の
午
前

１０
時
ホ
ラ
ン
川
に
入
水
し
２
９
８
名
が
自
決
。
生
存
者
８６
名
と

現
地
復
員
者
は
難
民
収
容
所
に
送
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
も
１８
名

が
死
亡
、
生
き
て
日
本
に
帰
っ
た
者
は
１
１
９
名
で
あ
っ
た
。

「お
か
あ
ち
ゃ
ん
」
と
母
の
胸
に
し
が
み
つ
い
て
ホ
ラ
ン
川
の

濁
流
に
呑
ま
れ
て
い
っ
た
子
ど
も
達
。
収
容
所
で
風
に
喰
わ

れ
、
発
疹
チ
フ
ス
で
寝
た
き
り
の
幼
子
の
最
後
の
言
葉
は

「お

母
ち
ゃ
ん
に
だ
っ
こ
さ
れ
て
う
れ
し
い
」
だ
っ
た
。

　

こ
ん
な
不
条
理
な
死
へ
と
国
民
を
追
い
や
っ
た
責
任
を
我
が

国
の
誰
が
取
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
国
策
は
人
が
計
画
し
、
決

定
し
、
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
自
然
発
生
し
た
も
の
で
は
な

い
。

　

八
月
の
夜
空
に
無
数
の
星
が
煙
め
く
。
あ
の
戦
争
で
散
っ

た
、
何
百
万
の
日
本
人
、
何
千
万
の
ア
ジ
ア
の
人
達
の
魂
の
煙

め
き
だ
と
思
う
。
夜
空
の
星
に
深
く
祈
る
。
国
策
に
散
り
、
星

と
な
っ
た
人
達
の
事
を
未
来
永
劫
忘
れ
な
い
為
に
。

　

八
月
の
無
数
の
星
や
胸
に
染
む

な
お
規

瞳
一

‐

　

い

　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

－

撮 影

　

藤 木

　

澄 男

ず
＼

　

撮

．ぞ
ー

　

ー

　

　　　　　　　　　　

　　
　

　　　　

　

　　

　　　　　　　　

　　
　

　　

　

選

　　　

・落
ミ
．

　　　　

，
．

．＝曙

－－

　

．繋
．

　　

ー

【発

　

行】

なじま医療生ラ乱嘉同組合
洪

　

創

　

価

　　

地
５

　

Ｘ

　　

５

木
十

　

播
７０３

　

疎

　

剛

　

　　
　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　　
　

　



チャレンジ期間は１２月３１日までの、 好きな３０日間で、 結果を報告し左方の中から

抽選で２００名様に３，０００円分のＪＴＢギフト券が当たります。

　

た＜さんのご参加をお待ちしています。

ｗｅｂ参加の場合のアドレス

ｈｔｔｐｓ：〃ｈｅａ１ｔｈ‐ｃｈａ１１ｅｎｇｅ．ｊｐ／ｈｙｏｇｏｍａｒｕｇｏｔｏ
　
　　
　

　　　　　　　　　　　　　

「、くむ

　　　
　

健
康
チ
ャ
し
ン
ジ
次
疲
れ
さ
ま
で
し
燈

▲．▼
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ー

　　

　
　
　

　

以
前
か
ら
だ
じ
誌
医
療
生
協
独

自
で
行
っ
て
い
る
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
、
７
月
末
で
終
！
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
内
容
は
、
気
軽
に

取
り
組
め
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ラ

ジ
オ
体
操
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

「近
所
の
人
と
声
を
か
け
あ
っ
て

毎
日
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
だ
」

「子

ど
も
と
一
緒
に
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ

体
操
に
参
加
し
た
ら
、
清
々
し
＜

一
日
を
始
め
ら
れ
た
」
と
い
う
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
来
の
組
合
員
さ
ん
の
中
に
は
、

竹
田
城
登
山
３０
回
以
上
の
目
標
を

立
て
、

３

　

６
回
登
っ
た
と
い
う
方
も

あ
り
ま
し
た
。

　

「チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
は
終
わ
っ

た
け
ど
、
こ
れ
を
い
い
機
会
に
取

り
組
み
を
続
け
る
わ
」
と
い
う
万

も
あ
り
ま
し
た
。

無
理
な
＜
続
け
ら
れ
る
こ
と
を

し
て
、
健
康
を
保
ち
ま
し
よ
う
。

ゼントも

あるんやね、で
も
－

　

健
康
ま
つ
り
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

今
年
は
１０
月
知
日
（日
）
に
行
い

ま
す
。
毎
年
各
支
部
が
、
お
い
し

い
食
べ
物
や
フ
リ
ー
マ
１
ク
ツ
ト

‘ね
遍

な
ど
、
工
夫
を
凝
５
し
て
出
店
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
ぜ
ん
ざ
い
や
パ
ン
ケ
ー

キ
な
ど
、
新
た
な
出
店
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
も
支
部
の
力
を
結
集

し
、
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る

な
ど
し
て
、
ま
つ
り
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
よ
う
。

るつぼう通信第１４５号 ２０１９年９月１５日（２）

ひようごまるごと健康チャレンジ２０１９

　

昨年から始まった取り組みです。 存じま医療生協独自の健康チャレンジとは別に、 県内

の医療生協や購買生協などの共催で行います。 同封のパンフレットでお申し込み＜ださい。

ちなみにｗｅｂからの参加もＯＫ。



２０１９年９月１５日（３）

　　　　　　　　　　

る つ ぼ う 通 信

　　　　　　　　　　　　　　　

第１４５号

ご存知ですか？ ～介護保険のサービスを利用するには～

　

持病や筋力低下、 老化などで生活に不便を感じているので、 介護サービスを利用しだいと思っている方はいらっ

しゃいませんか？

　

介護保険制度は、 介護を必要とする状態になっても安ノ して生活が送れるよう、 介護を社会全体で支えることを

目的として、 ２０００年４月からスタートしました。

　

介護保険のサービスには、 デイサービスのような通所型、 自宅で支援を受ける訪問型、 短期間宿泊できるショー

トステイ、 生活環境を整える住宅改修や福祉用具貸与・購入といったサービスがあります。
このようなサービスを利用するには、 まず介護保険の申請が必要になります。 介護保険の申請は高年介護課や包括

支援センターにご相談＜ださい。 申請後は担当のケアマネジャーを決めましよう。

　

介護保険申請後、 「ヶ月程度で介護度が決定します。 審査結果は７つの区分に分けられ、 介護度に応じたサービ

スがご利用できます。 介護度によって利用できないサービスもありますので、 サービスについてはケアマネジャー

にご相談して＜ださい。
注意していただきたいこととして、 緊急でポータブルトイレや入浴の椅子 （シャワーチェア） が必要になり、 介

護保険申請前に購入すると減免制度が利用できません。 介護保険は申請した日が基準になるので、 できるだけ早＜

申請しましょう。

要介護度 イ メ ー ン 利用できるサービス

要支援１
基本的な日常生活は、 ほぼ自分で行うことが
できるが、 要介護状態とならないように一部
支援が必要。

介護予防サービス

要支援２
立ち上がりや歩行が不安定。 排池、 入浴など
で一部介助が必要であるが、身体の状態の維
持または改善の可能性がある。

要介護１
立ち上がりや歩行が不安定。 排池、 入浴など
で一部介助が必要。

介護サービス

要介護２
起き上がりが自力では困難。 排池、 入浴など
で一部または全介助が必要。

要介護３
起き上がり、 寝返りが自力でｒ できない。 排
ラ世、 入浴、 衣服の着脱などで全介助が必要。

要介護４
排池、 入浴、 衣服の着脱など多＜の行為で全
面的な介助が必要。

要介護５ 生活全般について全面的な介助が必要。

測定場所 二酸化窒素濃度

　

（ｐｐｂ）

豊岡市戸牧
１４

豊岡市八社宮
豊岡市庄境 １３
京丹後市久美浜町 １２～１３

豊岡市京町
１１

豊岡市幸町
豊岡市九日市下町 ｌｏ
豊岡市今森
るつぼう診療所

９

空
気
の
汚
れ
調
査

　

窓１コ 珊

　　　　　　

　　　

　　

　

盤＆

介護事業所 「えがお」 は、
不安少なくご自宅での生活

が続けられるお手伝いがで
きるよう、 日々頑張ってい

ます。
お困りごとがあればご相談

ください。 連絡先は５ペー

ジの下をご覧ください。

慮
し
た
取
り
組
み
が
広
が
っ
て

弓
。
空
気
を
汚
さ
な
い
た
め
に

　

毎
年
行
っ
て
い
る
弼
エ気
の
汚
れ

調
査
」
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
二
酸
化
窒
素
濃
度
を
測
定

し
、
健
康
に
大
き
＜
関
係
す
る
ｐ
Ｍ

飯
の
飛
散
状
況
を
調
べ
る
の
に
役
立

ち
ま
す
。

３

　

０
Ｐ
ｐ
ｂ
＜
５
い
あ
る
と
、

学
童
ぜ
ん
そ
＜
の
発
症
率
が
高
＜
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
内
で
１０
ｐ
ｐ
ｂ
以
上
が
測

定
さ
れ
た
の
は
６
か
所
と
、
昨
年
の

２
か
所
か
ら
大
き
＜
増
え
ま
し
た
。

そ
の
他
の
測
定
地
点
で
は
い
ず
れ
も

１０
ｐ
ｐ
ｂ
以
下
で
し
た
が
、
全
体
的

に
、
昨
年
よ
り
も
数
値
が
高
い
の
が

今
年
の
特
徴
で
す
。

人 弓 慮

　　　　　　　　　　　　　

る 学 ち ２．５ し

　　

調

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

鰭蕎麦露呈鰯菱電裏書雲騨磨
　　　　　　　　　　　　

い
地
球
を
未
来
に
残
し
ま
し
よ電離鰯離し

　

一 弐 配



第１４５号

　　　　　　　　　　　　　　

る つ ぼ ぅ 通 信

　　　　　　　　　　　

２０１９年９月１５日（４）

－
…
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ろ
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ぼ

り
投

句
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冒す
…
…
…
…
…
…
…
：

一
・
野
の
花
に
つ
い
さ
そ
わ
れ
て
散
歩
す
る

．１１ー１，．・’１，．・１，．・１１．・１′′

　 　

　

　
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー“一－－－－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－“－－－－－－－”－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－「

「が ん」 と 向き 合っ て ７

　　

和田

　

邦子
夏

　

野
の

　

の
タ

　

花

８． 抗がん剤治療始まる（２０１２年）

－

　

「０月３０日摘出したがんの検査の結果も分かり、 主治医の先生から術後の話がありました。
ｉ・卵巣がんのステージは＝ＩＣ期だった
ｉ

　

．腹水にがんが散らばり、腸の壁にも＜つつし、ていて、 見える範囲のがんを取るのに時間がかかった
ｉ‐傷□はきれいに治っている

　　　　　　

誘導～　　　　　　　　　　　　　　　　　１

　

最初、 抗がん剤につし、ては、 抵抗がありました。 同じ病室の人の話も聞いていて、 した＜ない気持ち
！があり、 私の夫が２０年前、 胃がんで闘病中に抗がん剤で苦しむ姿も見ていました。また抗がん剤につ
！いての本（＊）も読んでいましたので、 した＜ない気持ちは大き＜膨らんでいました。にもかかわらず、
１抗がん剤をすることを決意したのは、 先生の「卵巣がんの抗がん剤はよ＜効きますよ」という言葉と、 ｉ
！看護師をしている娘の「かんなのに、 抗がん剤をしないなんて考えられないわ」という言葉に機甲しさｉ
１れたからです。

言か喜憂基を喜憂讐熱さ碧髭墓覆お繋寿ぎ憲も｛駅留僻某星置薄墨耀縮ｌ
ｉした。先生から「旅行から帰ってきたら、すぐに抗がん剤をしないとだめですよ」と念を押されました。 …

１まだ幼い孫たちを見て、
“この子たちが私のことを覚えていて＜れるだろうか、 せめて記憶に残る＜５い！

ｉまでは、 生きていたいものだけれど … ”と思いました。

　　　　　　　　　　　　　　

１

　　

１１月「９日から入院して抗がん剤を始めました。多＜の人は日帰りでしていましたが、 先生が「あ１
１な左は遠くから来ているので、 入院してしましよう」と言われました。点滴で行い、抗がん剤を打った！

：当日は特別変わりがなかったので言おヌ 四日旧態ｉた
十
って

十
か
十
らメ胸十の

１
つがえも身体のだるさを感じ乱た０１

！

　

抗がん剤治療をしながらＮＫ療法を行いました。抗がん剤を打つと、 免疫力がぐんと下がります。そｉ
ｉこで、抗がん剤をする前こ、 血液を採り１週間かけてＮＫ細胞を増やし、 抗がん剤を打つ左後にＮＫ細ｉ
ｌ胞の増えた血液を、 自分の身体に返すというやり方をしました。新大阪がんクリニックと明石のがんセｉ
！ン夕－を交互に通う日々でした。それでも抗がん剤を打った後は免疫力が下がるので、 免疫力を上げるｉ
ｌ注射を才］ちました。髪の毛がどんどん抜けるので、 とうとうバリカンで髪の毛を切ってもらいました。 ｉ
ー４回目の抗がん剤の後の検査で、 肝臓に何かあると言われ、 そちらを調べていただ＜ことを優先し、 抗ｉ
ｉがん剤治療は終わりにしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
１ ＊ 「抗がん剤のうそ」 植松稔 （がん放射線治療専門医・ＵＳＡオン］□ジーセンター長）
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た 様 も し で 前 っ に
て年

　

たうと来ま吏しおあ車引し望を柳年－ん

　

き考墓ぢ雰裏声纏っ 楽

　　

で と っ て

　

で 力

　

た 怪 の 椅 き
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理
事
の
つ
ぶ
や
き

　　

江

私
が
理
事
・
＜
５
し
の
助
け
合

　　

て
欲
し
い
と
お

い
の
会

「な
ん
な
っ
と
」
に
仲
間

　　

昨
年
同
様
サ
ポ

入
り
し
て
か
ら
１
年
ち
ょ
っ
と
に

　　

だ
き
ま
し
た
。

　

ー
年
ち
よ
っ
と
の
新
参
者
で
未

だ
未
だ
お
役
に
立
て
る
と
こ
ろ
ま

で
は
い
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
元
気

で
い
る
間
は
、
少
し
で
も
利
用
者

さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
努
力
し
だ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　

に

　

さ

　

で で だ

　　

と 労

　

ま も し 「 も ヘ

　

１

　

い

　　

喜 だ 昨

　

て

　　　　　　

努 ん い は 未

　

１

　

て い た

　

ら

　

て な あ の 度 物 そ ん き 年 欲

　　　　　　

し 要 間 っ お ち 嬉 言

　

ろ

　

て 利 な

　

ま 装 用 付 他 い し 様 い

　　
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

と 応 少 ま 立 と で い お す

　

さ

　

」

　　

談 る い い

　

き や

　

１

　

聞

　　　　　　

思 え

　

し

　

せ

　

て

　

の 弓 だ 願

　

０ ん の

　　

を

　

デ 等 物 ま は

　

卜

　

き

　　　　　　

て れ も が と 参

　　

＜

　

し り ５ 動

　　

け サ 時 掃 た と せ

　

て

徐刊１－【

　

言宣歌諺 警醒琶 繋ぎ磨ぎ繋掌

　　　　　　

ま

　

よ 用

　

元

　

ろ

　

で

　　

と 弓 と 気 参

　　

こ

　

ビ は ・ て

　

い

　

て

　　　　　　　

う 者 気 ま

　　　　

か と う

　

を

　

加

　　

と ス 週 繕

　　

も た

　

、

ま
だ
よ
ろ
し
＜
お
願
い
し
ま
す
と
、

労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
＜
こ
と
が

一〆

　　　　　　　　　　

ま

　

よ

　

用

　

元

　　　　　　　

う 者 気
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虹
の
ひ
ろ
ば

出
石
支
部

パ
ー
ベ
キ
コ
ー
大
会

　

８
月
１
日

（木
）
出
石
の
白
糸

の
滝
で
行
い
、
９
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
、

わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
す
る
っ
て

最
高
！

　

き
た
み
支
部
・
朝
来
支
部
も
毎

年
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
お
り

「
一

緒
に
し
た
ら
も
っ
と
盛
り
上
が
る

ね
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

ｒ精
魂

　
　

　　
　

　

　　

生
協
強
化
月
間
が

始
ま
り
ま
す

９
月
２５
日
か
ら

「生
協
強
化
月

間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

１１
月
３０
日

ま
で
の
約
２
か
月
間
、
仲
間
ふ
や

し
や
支
部
企
画
な
ど
『地
域
に
活

動
を
見
せ
る
化
』
し
て
、
取
り
組

み
を
大
き
＜
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

「医
療
生
協
の
組
合
員
に
な
っ

て
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ

て
よ
か
っ
た
」
な
ど
、
自
分
自
身

の
経
験
を
伝
え
る
こ
と
が
仲
間
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

　
　
　

　

つ
な
が
り
を
求
め
て
い
る
人
は

左
＜
さ
ん
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々

な
思
い
を
持
ち
、
活
躍
で
き
る
場

を
探
し
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。

そ
う
し
た
人
と
つ
な
が
り
、
力
を

合
わ
せ
て
、
安
心
で
暮
ら
し
や
す

い
地
域
作
り
を
す
す
め
る
月
間
に

し
ま
し
ょ
う
。

」ノ
キ
」
ノ

　

、
ノＪ

チ
ノ

　

ー
ノ

　
　　
　
　
　
　

介
護
保
険
制
度
は
い
つ
始

ま
っ
た
で
し
ょ
う
？

④
２
０
０
０
年

⑩
２
０
０
５
年

◎
２
０
１
０
年

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

ま
た
は
待
合
室
の
応
募
箱
に
て
、

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
医
療
生
協
に

対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
を
添
え

て
「た
じ
ま
医
療
生
協
ク
イ
ズ
係
」

ま
で
ご
応
募
＜
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

様
に
、
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ご
住
所
、
お
名
前
を

お
忘
れ
な
く
。
当
選
者
は
次
号
の

る
つ
ぼ
う
通
信
で
発
表
し
ま
す
。

そ
の
さ
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
記
載

を
ご
希
望
の
万
は
、
併
せ
て
ご
記

入
＜
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
ｍ
月
１５
日
で
す
。

ご
意
見
．ご
感
想
よ
り

　　　

師

　

士

　

士

●
７
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の

　

「保
健
学
校
」
に
申
し
込
み
ま

　

し
た
。
病
院
の
先
生
や
ケ
ア
マ

　

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
直
接
話
を
聞
け

　

る
の
は
医
療
生
協
な
ら
で
は
１
．

　

今
後
も
色
ん
な
こ
と
に
参
加
し

　

だ
い
で
す
。

●
る
つ
ぼ
う
通
信
１
４
４
□５
の
１

　

ぺ
１
ジ
目
の
写
真
は
見
て
い
る

だ
け
で
暑
さ
を
忘
れ
ま
す
。
ビ
ー

　

ル
も
う
ま
い
で
す
。

●
暑
い
中
見
た
豊
岡
踊
り
は
、
熱

　

気
に
あ
ふ
れ
て
い
て
な
お
熱
＜

な
っ
た
。
し
か
し
、
豊
岡
も
ま

だ
ま
だ
捨
て
を
も
ん
じ
ゃ
な
い

　

と
、
再
認
識
し
た
。
厚
＜
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。

診 療 時 間

＼ 月 火 水 木 金 土

】前
衛

午
瀞

○ ○ ○ ○ ○ ○

午

　

後
糠就

種
斯

ま
も

予・

　

Ｑ
Ｕ

診
２

往
印畑 ／

間
嚇

　

～

夜
瑞

○

　

／

　

○

　

／

　

○ ／
受付時間

　

午前８時～１２時 夜間４時～７時
予防接種

　

月・水・金時間はお問い合わせ＜ださい

る つ ぼ う 診 療 所ノ

　　

ー

　　　　　

」

　

〒６６８－Ｏ８５・豊岡市‘捺４６５－・ 千鯵宣：繋留

〒６６８‐０８５２豊岡市江本３９６‐１１０１号・１０２号

居宅介護支援事業所ぇかお－手ｇｔ酷暑
訪問看護ステーションぇかお千書室ま：ｇｉ鰻

ヘルパーステーションぇかお‐幸三客：２孝三ム

訪問入浴サービスジミかお〒撃た２基ｇ

　

前
回
の
ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中

か
５
抽
選
の
結
果
、
次
の
万
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ケ
□
ツ
チ
さ
ん

　

（香
美
町
）

氷
ノ
山
さ
ん

　　

（養
父
市
）

健
康
第
－さ
ん

　

（豊
岡
市
）

ｏ
ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、、
′

　　
　

訪

　

理

　

作

　
　

　　　

　　
　
　

へ

　

糟

　　　　　　　　

ＡＵ

　

　
　

　　　　　

　　

Ｘ

　

ル

ｉｎｆｏ＠ｔａ」ｉｍａ‐Ｃｏｏｐ．ｃｏｍ

だじま医療生協クイズ係

　

ＦＡＸ０７９６‐２４－７０１０

メ

２０１９年９月１５日（５）
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２０１９年９月１５日（６）

◆ 材 料 ４ 人 分 ◆

　　　　　　　

ぁ

　　　　　

・騨呼精キー
麦焼き用……………８女（３００

　

）豚肉□－ス生麦焼き用……………８枚（３００ｇ）

　

ａ檀じき李経路鰹．壱適量
じゃが芋 ………………………２個（約２５０ｇ）
にんじん………………………中１／４本（４０ｇ）

　　　

寿ごぎ隊 卿２：：：：：：：：泳ぎ遠野

　　　

濠ネニズ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：“巻きどジ墓
小麦粉…………………………………大さじ２
パン粉…………………………………６０～８０ｇ
とき卵……………………………………１個分
揚１ず油

れ
し
ー
ポ
テ
ト
サ
ン
ド

「私
の
お
す
す
め
料
理
」
⑯

　　

管
理
栄

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
は
さ
ん
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
！

管
理
栄
養
士

　
　

７１

ト

　
１

えのきたけ

　

………………………………２００ｇ
生椎茸 ……………………………………２００ｇ
ポン酢しようゆ………………………大さじ１
パセリ‐‐‐‐‐‐………………………………適宜

◎ 鰯 鯵ｒリー蛋白質２０・５ｇ

　　

※

　　　

⑥

　　　　

⑤

　　　

④

　　　　

③

　　　　　

②

　　　　　　　

① ◆
ほね富な：禦累鼻愛柔砦要ｚ旗等皆肉竺￥鷺ぞ弾鳥誓書き習幸作
は使ｋｇ冒墓話製≧ぎ寄幸三写嚢枚で李饗巻土煮豪書き斥巨呈
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　
署≦ ≧雪誉扇ぎ三基義挙呼℃桑事や

　

２をヲ弓さえきき富

　

小 小 ％チ言希署そ吾 圃釧

　

パ容

　

し た を ツ

　

小 沓 汁 かし、

さ誓言嬰

　

トパぇき き
。雲響

　　　　

、きかプ

　

傷 尾長享

　　　　　　　　　　　　　　

ン ぶ 量

　　

ａ の ぶ に

る サ 重

　　

マ セ 藁 っ ～ を こ の

　

粉 量 を

　

を ば 侵 広

　

ｂ と く る ぅ

ラ
ダ
は
市
販
□ｍ
を
利
用
す
る

な
ど
工
夫
し
て
＜
だ
さ
い
。

宏

　

子

・．１ねＥＥａ．’ 山陰海岸ジオパークこぼれ話

　　　　

三木武行
第１０回

　

北前船と石材

　

猫崎半島の東側の岩場と竹野川の河□にある弁天社のふもとには、 北前船の係留跡である石グ１」や石杭があり

ます。 北前船はご存知のように大阪・瀬戸内・山陰から砂糖・藍・菜種・綿などの産物を北陸・北海道に運び、
北海道北陸から海産物・米などを運ぶ物流の大動脈でした。 「買積み」 と呼ばれる船主が買い取って販売する方

法で、 まさに動くスーパーマーケットだったのです。
弁天社には狛犬や石灯寵がありますが、 その石はほとんどが「来待石 （きまちいし）」 と言われる島根の砂岩

が使用されています。 帆かけ舟である北前船は船底に重石が必要で各地の石材を積んでいました。 来特石は但馬

各地の神社の石材に左＜さん利用されています。 皆さんの地域でも確言忍してみて下さい。 また但馬か５は竹野青

井の凝灰岩が丹後や豊岡市内に、 福井の 「菊谷石 （しゃ＜だにし、し）」という凝灰岩が北陸から北海道函館へも

運ばれていました。
物を研ぐのに良＜利用された但馬砥石も新温泉町諸寄産の石英の多い火山岩 （デイサイト） で、 北前船により

広＜各地で活用されていたようです。 天然砥石は石英の細かい粒子があり鋼を効率よ＜研ぎます。 余談になりま

すが京都の鳴滝砥や青砥は放散虫を多＜含んだ堆積岩で、 石英質の放散虫化石が研磨剤になっています。北前船

は地域経済を発展させ、 その経済力でＫＴＲ（京都丹後鉄道） も設立されましたが、 皮肉にも鉄道の普及ガコヒ前船

を衰退に導きました。

北前船

　　　　　　　　　　　

猫 崎半島

　　　　　　　　　

神 社の狛犬

　　　　　　　　　

但馬 砥 石


